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議題提案書 

 

【●】協議事項 

【  】報告事項 

 

議題名：国際機関と日本 NGOの連携強化に基づく日本のプレゼンス強化について 

 

【提案者氏名・所属】 

氏名：折居 徳正 

所属：ＮＧＯ安全管理イニシアティブ コーディネイター 

 

【議題提案の背景】 

日本政府は国際社会における責任の分担として、国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）や

国連児童基金（UNICEF）、国際連合世界食糧計画（WFP）、国連開発計画（UNDP）、国連人道

問題調整事務所（UNOCHA）をはじめ、毎年、多くの国際機関に資金を拠出している。一方

現場レベルでは、日本の NGO とこれらの機関のパートナーシップ契約に基づく連携は、依

然限定的である。世界各地で日本のプレゼンスを高め、NGOがより大きなインパクトを与え

る事業を実施していく方法として、これら国連機関と日本の NGO の連携（IP 契約・パート

ナーシップ契約）の促進について話し合うことを提案する。 

 

【議題論点】（連携推進委員会で議論したい点） 

① 主要な国際機関に対する 2017年度の拠出金（補正予算含む）を確認したい。 

② 国連機関と日本の NGOが連携することを強化していく方向性について、外務省としての

認識を伺いたい。 

③ 本会議を契機として、2018年度は、具体的な連携強化策を外務省と NGO間で話し合って

いくことについて、外務省としての認識を伺いたい。 

 

【出席を希望する外務省部局または担当者】 

外務省国際協力局民間援助連携室 及び 同テーマ担当室（課） 

 

以上 


